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書き込みフ ァ イル生成 (Export Files)  
註 ： 本 Lattice Diamond 日本語マニュ アルは、 日本語によ る理解のため一助と し て提供し ています。 作成にあたっては各 ト ピ ッ クについて可能な限 り 正確を期し てお 

第 8 章 　 書き込みフ ァ イル生成 （Export Files）

　 本章では Lattice Diamond フ ローの最後のプロセス [Export Files] に関し て、 デバイ スへの書き込みフ ァ イ  
ルを生成する方法と、 ス ト ラ テジー設定について記述し ます。

8.1 書き込みフ ァ イル生成について
　 Lattice Diamond では、 以下の 3 種類の書き込みフ ァ イルを生成し ます。

Bitstream file

FPGA 内のコ ンフ ィ グレーシ ョ ン SRAM や外付け SPI フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ーにコ ンフ ィ グレーシ ョ ン ・
データ を書 く 際に使用する ビ ッ ト フ ァ イル （*.bit） です

JEDEC file

不揮発 メ モ リ ーを内蔵する FPGA にコ ンフ ィ グレーシ ョ ン ・ データ を書 く 際に使用する JEDEC フ ァ
イル （*.jed） です

PROM file

SPI フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ーなど外付けコ ンフ ィ グ メ モ リ ーにコ ンフ ィ グレーシ ョ ン ・ データ を書 く 際に
使用する MCS フ ァ イル （*.mcs） です （[PROM file] を生成する場合、 その実行時に [Bitstream File] に  
チェ ッ クが入っていな く て も ビ ッ ト フ ァ イルが生成されます）

　 フ ァ イルを生成する際は、 Lattice Diamond の ”Process” ウ ィ ン ド ウ内の [Export Files] プロセスで、 生成す  
る フ ァ イルに該当するサブプロセスにチェ ッ ク を入れて実行し ます （図 8-1）。 なお、 PAR 結果でタ イ ミ ング 
違反が残っている場合は、 ウ ォーニング ・ メ ッ セージが出ますので、 適宜対処する よ う にし ます。

　 ３ 種類全てが常に指定でき るのではな く 、 ターゲ ッ ト デバイ スに該当し ない場合は表示されません。 例え
ば不揮発 メ モ リ ーを集積し ていなければ [JEDED file] はあ り ませんし、MachXO2/3 シ リ ーズでは [PROM file]  
はあ り ません。

図 8-1. 書き込みデータ生成フ ァ イルの選択 （ECP5）
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り ますが、 必ずし も網羅的あ るいは最新でない可能性や、 オ リ ジナル英語版オン ラ イ ンヘルプや各種ド キ ュ メ ン ト と不一致があ る可能性があ り 得ます。 疑義が生じ
た場合は技術サポー ト 担当者にお問い合わせ頂 く か、 または最新の英語オ リ ジナル ・ ソース を参照する よ う にお願い致し ます。
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　 [Export Files] プロセスには、 書き込みフ ァ イル生成以外に三つのサブプロセスがあ り ます。

IBIS Model

イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに使用されている I/O タ イプに該当する IBIS モデルのみを抽出し て .ibs フ ァ
イル と し て生成し ます。”IBIS” と い う 名称のサブフ ォルダーがイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダー
下に生成され、 その中に出力されます。 イ ン ス ト ールされるデバイ ス ・ フ ァ ミ リ ー毎の IBIS フ ァ イ
ルサイ ズは非常に大きいですが、 こ こ で出力される フ ァ イルは非常に小さ く な り ます

Verilog Simulation File

Verilog ゲー ト レベル ・ シ ミ ュ レーシ ョ ン用にネ ッ ト リ ス ト を変換し て出力し ます。 拡張子は .vo で
す。 同時に遅延フ ァ イル （xxx_vo.sdf） も生成されます

VHDL Simulation File

VHDL ゲー ト レベル ・ シ ミ ュ レーシ ョ ン用にネ ッ ト リ ス ト を変換し て出力し ます。 拡張子は .vho で
す。 同時に遅延フ ァ イル （xxx_vho.sdf） も生成されます

　 [MAP Design] プロセスにも Verilog/VHDL シ ミ ュ レーシ ョ ン用フ ァ イルを生成する同名のサブプロセスが 
あ り ますが、 これは配置配線前のネ ッ ト リ ス ト （xxx_map.ncd） を変換する ものです。 遅延フ ァ イルは生成さ
れません。

8.2 書き込みデータ生成のス ト ラ テジー設定

8.2.1 ス ト ラ テジー設定ウ ィ ン ド ウの起動

　 ”File List” ウ ィ ン ド ウには、 プロ ジェ ク ト にイ ンポー ト されている ス ト ラ テジーの一覧が表示されていま 
す （イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで使用されるのは、 太字で表示されている １ つだけです）。 この中から変更し た
いス ト ラ テジー名をダブルク リ ッ クする と、 ス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン設定ウ ィ ン ド ウが開き ます。

　 ス ト ラ テジーはプロセス ご と に表示されます。 書き込みデータ生成のス ト ラ テジー設定を行 う 場合は、 左
側のプロセス リ ス ト から [Bitstream] を選択し ます。 図 8-2 は ECP5 の場合です。

図 8-2. 書き込みデータ生成のデフ ォル ト ・ ス ト ラ テジー （ECP5）

　 [Bitstream] オプシ ョ ン項目はターゲ ッ ト とするデバイ ス ・ フ ァ ミ リ ーによ ってやや異な り ます。 図 8-3 に 
MachXO3 と Crosslink の場合を示し ます。
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図 8-3. 書き込みデータ生成のデフ ォル ト ・ ス ト ラ テジー （MachXO3、 Crosslink）

8.2.2 ス ト ラ テジー設定項目の詳細

　 各オプシ ョ ンの詳細は次の通 り です （デバイ ス ・ フ ァ ミ リ ーによ ってサポー ト される項目が異な り ます）。
なおコ ンフ ィ グレーシ ョ ン ・モード の詳細については、各フ ァ ミ リ ーのテ ク ニカル ノー ト をご参照 く ださい。

Byte Wide Bit Mirror

パラ メ ータ : Disable / Enable 　 デフ ォル ト  : Disable

[Enable] する と、 バイ ト 単位でビ ッ ト 並び （MSB-LSB） を反転し ます

Chain Mode

パラ メ ータ : Bypass / Disable / Flowthrough 　 　 デフ ォル ト  : Disable

複数の FPGA をデイ ジーチェ イ ン接続する構成の場合に、 FPGA の動作モード を設定し ます。

[Disable] は、 チェ イ ン構成ではない場合です

[Bypass] は、 当該 FPGA に入力されたコ ンフ ィ グレーシ ョ ン ・ データ を、 次段以降の FPGA にシ リ ア
ルで転送する場合に選択し ます （図 8-4 左）

[Flowthrough] は、 コ ンフ ィ グデータ入力バス を複数の FPGA で共有する、 パラ レル構成の場合選択
し ます （図 8-4 右）

図 8-4. デイ ジー ・ チェ イ ン構成例 ： シ リ アル （左）、 パラ レル （右）

Create bit file

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  :True

[True] で bit フ ァ イルを生成し ます

[False] の場合、“Process” ウ ィ ン ド ウでサブプロセス [Bitstream File] にチェ ッ クが入っていて も、フ ァ 
イルは生成されず、 DRC （Design Rule Check） のみが実行されます
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Disable UES

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : False

XO2/3 シ リ ーズの JEDEC 内に含まれる UES （User Electronic Signature） に関する設定です。 UES 値  
自体の設定は、 Spreadsheet View で行います。

[False] の場合、 JEDEC フ ァ イル内に UES が書き出されます

[True] を選択し た場合、 LPF （スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ュー） で値を指定し ていて も、 JEDEC フ ァ イル
内に UES は書き出されません

Enable Timing Check

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : True

書き込みフ ァ イル生成時にタ イ ミ ングをチェ ッ クするかど う かを設定し ます。

[True] の場合、 書き込みフ ァ イル生成の前に PAR レポー ト フ ァ イルをチェ ッ ク し、 エラーがあ る場
合はその旨を小ウ ィ ン ド ウで通知し ます

[False] を選択し た場合、 チェ ッ クせずに書き込みフ ァ イルを生成し ます

No Headder

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : False

生成する bit フ ァ イルのヘッ ダ情報についてを設定し ます。 JEDEC フ ァ イルには適用されません。 こ
のオプシ ョ ンは、 [Output Format] オプシ ョ ンで出力フ ァ イル形式と し てバイナ リ を選択し た場合のみ 
有効にな り ます。 ASCII 形式を選択し た場合は、 必ずヘッ ダ情報が付加されます。

[False] の場合、 bit フ ァ イルにヘッ ダ と し てデバイ ス名やフ ァ イル生成日時等が付加されます

[True] を選択し た場合、 ヘッ ダ情報は付加されません。 ヘッ ダ無しのフ ァ イルはプロ グ ラマーでの書
き込みには使用でき ません

Output Format

パラ メ ータ : Bit File （Binary） / Raw Bit File （ASCII） / Mask and Readback File （ASCII） / Mask and Readback              
File （Binary） 　 　 デフ ォル ト  : Bit File （Binary）

生成する ビ ッ ト フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト 設定です。

[Bit File （Binary） ] はバイナ リ 形式の bit フ ァ イルが、 [Raw Bit File （ASCII） ] はテキス ト 形式の bit   
フ ァ イルが生成さ れます。 どち ら も プ ロ グ ラ マーでの書き込みに使用で き ます。 フ ァ イル拡張子は、
Binary 形式で *.bit、 ASCII 形式で *.rbt です

[Mask and Readback File （Binary） ] および [Mask and Readback File （ASCII） ] を選択し た場合は、 読      
み出し た コ ン フ ィ レーシ ョ ン ・ データ の検証を行 う 際に使用 さ れる リ ー ド バ ッ ク ・ フ ァ イ ル （.rbk、
.rbka） と マス ク ・ フ ァ イル （.msk、 .mska） が Binary ／ ASCII それぞれの形式で出力されます。 これら
のフ ァ イルはデータの書き込みには使用でき ません

PROM Data Output Format

パラ メ ータ : Intel Hex 32-bit / Motorola Hex 32-bit 　 　 デフ ォル ト  : Intel Hex 32-bit

生成する PROM データ フ ァ イル （.mcs） のフ ォーマ ッ ト 設定です。 選択し た形式で PROM 用のデー
タが生成されます。 使用する ROM ラ イ タがサポー ト し ている形式を選択する よ う にし ます

Reset Config RAM in re-configuration

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : True

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン SRAM の リ セ ッ ト に関する設定です。

[True] の場合、 コ ンフ ィ グレーシ ョ ン ・ データのラ イ ト 前に一度 リ セ ッ ト されます

[False] の場合、 コ ンフ ィ グレーシ ョ ン メ モ リ ーは リ セ ッ ト されず新しいデータが上書き されます
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Run DRC

パラ メ ータ : True / False デフ ォル ト  : True

データ生成時の DRC 実行に関する設定です。

[True] の場合、 データ生成前に DRC が実行されます

[False] を選択し た場合、 DRC は実行されません

Search Path

パラ メ ータ : フ ォルダーパス 　 　 デフ ォル ト 値 : ブラ ン ク

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン ・データ生成時に参照する ”autoconfig フ ァ イル ” のパス設定です。”autoconfig
フ ァ イル ” は LattiecECP3 フ ァ ミ リ ーまでの SERDES （PCS） に適用され、 その内部設定を記述し たテ
キス ト フ ァ イルです。 デフ ォル ト ではイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダーが参照されます。 ECP5 に
は適用されません。

複数のパス を設定する際は、 以下のよ う に記述し ます。

　 Windows の場合、 パスの区切 り が ”;” （セ ミ コ ロ ン）

　 Path1;Path2;Path3

　 Linux の場合、 パスの区切 り が ”:” （コ ロ ン）

　 Path1:Path2:Path3

　 これ以外のオプシ ョ ンについてはオン ラ イ ンヘルプをご参照下さい（Reference Guides → Strateby Reference  
Guide → Bitstream Options）。

8.3 Export Files プロセス ・ レポー ト
　 [Export Files] プロセス実行時に、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダーに HTML と テキス ト 形式のレポー 
ト が出力されます。 内容はどち ら も同じで、 フ ァ イル名はそれぞれ以下の通 り です。

図 8-5. Export Files のプロセス ・ レポー ト （HTML、 一部）

　 　 HTML 形式 <project>_<implementation>_bgn.html 

　 　 テキス ト 形式 <project>_<implementation>.bgn
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　 HTML レポー ト は、 Lattice Diamond の ”Report” ウ ィ ン ド ウで閲覧する こ と ができ ます ( 図 8-5)。 プロセス  
レポー ト には、 適用されたコ ンフ ィ グ関連のオプシ ョ ン設定内容や DRC の結果等がレポー ト されます。

8.4 その他の留意事項

8.4.1 SERDES マ ク ロのパラ メ ータ ・ フ ァ イル （LatticeECP3 のみ）

　 LatticeECP3 PCS （SERDES） マ ク ロの HDL ソースは、 GUI ツール ”IPexpress” で生成されますが、 同時に 
動作モー ド設定等のパラ メ ータ を記述し たテキ ス ト フ ァ イル （”autoconfig file”、 拡張子 .txt） も生成されま 
す。 このパラ メ ータ フ ァ イルは、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダーに置いてお く 必要があ り ます。 ECP5
フ ァ ミ リ ーは LatticeECP3 フ ァ ミ リ ーと異な り ますので、 留意する必要はあ り ません。

　 [Export Files] プロセス実行時にイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダーに autoconfig フ ァ イルが無い場合、 
ツールは以下のよ う な メ ッ セージを出力し ます。 その場合、 PCS マ ク ロはデフ ォル ト のパラ メ ータが設定さ
れますので、 通常は期待動作にな り ません。

WARNING - Can not find configure file: <file name>. Use the default setting !

または

ERROR - Can not find the configure file <file name>

　 この メ ッ セージが表示された場合、IPexpress で設定し たフ ァ イルの出力先から該当する テキス ト フ ィ ルを
イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダーにコ ピーするか、 ス ト ラ テジーの ”Search Path” オプシ ョ ンで、 フ ァ イ 
ルのあ る フ ォルダーを指定し ます。 autoconfig フ ァ イルを ”File List” 枠の 「Input Files」 部にイ ンポー ト し て  
も適用されませんので、 ご注意 く ださい。

--- *** ---
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